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１ 評価の目的 
 大学評価・学位授与機構（以下「機構」）が実施する評価
は，大学及び大学共同利用機関（以下「大学等」）が競争的
環境の中で個性が輝く機関として一層発展するよう，大学等
の教育研究活動等の状況や成果を多面的に評価することに
より，①その教育研究活動等の改善に役立てるとともに，②
評価結果を社会に公表することにより，公共的機関としての
大学等の諸活動について，広く国民の理解と支持が得られる
よう支援・促進していくことを目的としている。 
 
２ 評価の区分 
 機構の実施する評価は，平成 14 年度中の着手までを試行的

実施期間としており，今回報告する平成13年度着手分について

は，以下の３区分で，記載のテーマ及び分野で実施した。 
①  全学テーマ別評価（教養教育（平成12年度着手継続分），

研究活動面における社会との連携及び協力） 
②  分野別教育評価（法学系，教育学系，工学系） 
③  分野別研究評価（法学系，教育学系，工学系） 
 
３ 目的及び目標に即した評価 
 機構の実施する評価は，大学等の個性や特色が十二分に発
揮できるよう，当該大学等が有する目的及び目標に即して行
うことを基本原則としている。そのため，大学等の設置の趣
旨，歴史や伝統，人的・物的条件，地理的条件，将来計画な
どを考慮して，明確かつ具体的に目的及び目標が整理される
ことを前提とした。  
 

○分野別教育評価「工学系」について 

 
１ 評価の対象組織及び内容 
 このたびの評価は，設置者（文部科学省）から要請のあっ
た６大学の学部，研究科（以下「対象組織」）を対象に実施
した。 
 評価は，対象組織の現在の教育活動等の状況について，原
則として過去５年間の状況の分析を通じて，次の６項目の項
目別評価により実施した。 
 1) 教育の実施体制 
 2)    教育内容面での取組 
 3)    教育方法及び成績評価面での取組 
 4)    教育の達成状況 
 5)    学習に対する支援 
6)    教育の質の向上及び改善のためのシステム 
 
２ 評価のプロセス 
① 対象組織においては，機構の示す要項に基づき自  
己評価を行い，自己評価書（根拠となる資料・データを
含む。）を機構に提出した。 
② 機構においては，専門委員会の下に評価チームを  
編成し，自己評価書の書面調査及び対象組織への訪  
問調査を実施した。 

   
なお，評価チームは，各対象組織により，教育目的及
び目標に沿って評価項目の要素ごとに独自に設定され
た観点に基づき分析を行い，その分析結果を踏まえ，要
素ごとに教育目的及び教育目標の実現に向けた貢献（達
成又は機能）の程度を判断し，それらを総合的に判断し
た上で項目全体の水準を導き出した。 
③ 機構は，これらの調査結果を踏まえ，その結果を専門
委員会で取りまとめた上，大学評価委員会で評価結果を
決定した。 
④ 機構は，評価結果に対する意見の申立ての機会を  
設け，申立てがあった対象組織について，大学評価  
委員会において最終的な評価結果を確定した。 
 

３ 本報告書の内容 
 ｢Ⅰ 対象組織の現況及び特徴｣，｢Ⅱ 教育目的及び目標｣及
び「◇ 特記事項についての所見」の「対象組織の記述」欄は，
対象組織から提出された自己評価書から転載している。 
 「Ⅲ 評価項目ごとの評価結果」は評価項目ごとに，貢献（達
成又は機能）の状況を要素ごとに記述している。 
貢献度（達成度又は機能）の状況は，要素ごとの取組の状況
と当該要素の教育目的及び目標の実現に向けた貢献（達成又は
機能）の程度（「十分貢献（達成又は機能）している」，「おお
むね貢献（達成又は機能）している」，「かなり貢献（達成又は
機能）している」，「ある程度貢献（達成又は機能）している」，
「ほとんど貢献（達成又は機能）していない」の５種類）を用
いて示している。 
 また，当該評価項目の水準を，これらの状況から総合的に判
断し，以下の５種類の「水準を分かりやすく示す記述」を用い
て示している。 
 ・ 十分貢献（達成又は機能）している。 
・  おおむね貢献（達成又は機能）しているが，改善の余
地もある。 

・  かなり貢献（達成又は機能）しているが，改善の必要
がある。 

 ・ ある程度貢献（達成又は機能）しているが，改善の必
要が相当にある。 

 ・ 貢献しておらず（達成又は整備が不十分であり），大幅
な改善の必要がある。 

 なお，これらの貢献（達成又は機能）の程度及び水準は，対
象組織の設定した教育目的及び目標に対するものであり，相対
比較することは意味を持たない。 
 また，評価項目全体から見て特に重要な点を，「特に優れた
点及び改善点等」として記述している。 
 ｢Ⅳ 評価結果の概要｣は，評価結果を要約して示している。  
｢Ⅴ 意見の申立て及びその対応｣は，評価結果に対する意
見の申立てがあった対象組織について，その内容を転載する
とともに，それへの機構の対応を示している。 
 「◇ 特記事項についての所見」の「機構の所見」欄は，対
象組織が記述している特記事項について，評価項目ごとの評
価結果を踏まえて所見を記述している。 
 
４ 本報告書の公表 
本報告書は，大学等及びその設置者に提供するととも

に，広く社会に公表している。 

◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価 

○機構の行う評価について 
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（１） 機関名  名古屋大学 
 
（２） 学部名  工学部 
 
（３） 所在地  愛知県名古屋市千種区不老町 
 
（４） 学科・履修コース構成 

 
化学・生物工学科 
応用化学コース，分子化学工学コース，生
物機能工学コース 
物理工学科 
材料工学コース，応用物理学コース，量子
エネルギー工学コース 

電気電子・情報工学科 
電気電子工学コース，情報工学コース 

機械・航空工学科 
機械システム工学コース，電子機械工学コ
ース，航空宇宙工学コース 

社会環境工学科 
社会資本工学コース，建築学コース 

 
（５） 学生数及び教員数 
 

・学生数 
１年次 791 名，２年次 856 名，３年次 769 名，
４年次 966 名の計 3,382 名（うち外国人留学生
58 名） 
・教員数 
教授 140 名，助教授 116 名，講師 25 名，助手
144 名の計 425 名（関連研究センター等を含む） 

 
 

２．特徴 

 
名古屋大学は，昭和 14 年，名古屋医科大学が名古屋帝

国大学医学部となり誕生した。翌 15 年には理工学部が発
足し，昭和 17 年にはこれが理学部と工学部に分離した。
さらに，戦後の学制改革により名古屋帝国大学は名古屋
大学と改称され，その後いくつかの改編を経て，現在の
９学部・13 研究科から構成される総合大学となった。機
械学科，電気学科，応用化学科，金属学科，航空学科の
５学科で創設された工学部であったが，わが国の産業の
高度成長とともに，昭和 42 年までに化学工学科，航空学
科(再設置)，電子工学科，応用物理学科，機械工学第二
学科，合成化学科，土木工学科，鉄鋼工学科，建築学科，
原子核工学科，電気工学第二学科が順次，設置された。
さらに，新産業の到来とともに，電子機械工学科，情報 

 
工学科，生物機能工学科が新たに設置され，平成３年に
は 18 学科を数えるまでに至った。 
名古屋大学の建学の精神である「学術の深奥を極め，

文化の進展に寄与できる若者の育成」には，科学技術の
振興，文化の向上に加え，産業技術の発達を望む建学当
時の地元の熱い期待も込められていた。この精神は，わ
が国第１位の工業生産高を誇る地域に立地する恵まれた
環境のなかで，「社会的責任のもとで，広い視野から自律
して行動できる技術者・研究者の育成」を目指す現在の
工学部・工学研究科にも，脈々と受け継がれている。 
名古屋大学が時代や社会の要請に応えることができる

よう，教育改革に向けて全学的な検討を始めたのは昭和
44 年の大学紛争時にまで遡る。その後，いくつかの試み
が行われ，教養部廃止と新学部創設の計画，及び大学設
置基準の大綱化を受けて，平成４年から戦後最大規模の
教育改革に全学あげて着手した。その結果，総合大学の
利点を活かしながら，一般教育と専門教育を融合した四四四四
年一貫教育年一貫教育年一貫教育年一貫教育が平成６年から始まった。この特徴は，それ
ぞれの学部が，自らの四年一貫教育の理念に従って一般
教育も含めたカリキュラムを編成し，これを責任をもっ
て実施するが，その一方で，共通の理念に従って一般教
育を行う際には，全学協力のもとでこれを実施すること
によって教育効果を高めることにある。 
工学部では，平成６年から始まった大学院重点化とと

もに，大学院組織を基幹分野と学際分野が連携しながら
教育研究を進めることができる組織に改めた。これに伴
い，学部組織もこれまでの 18 学科からなる組織から，現
況に示す大きな５学科とそれらを構成する 13 学科目（履
修コース）からなる組織に改めた。この背景には，従来
の細分化された縦割りの専門分野にとらわれない広い視
野から学部教育を進めることによって大学院教育との連
携を図るとともに，四年一貫教育を円滑に推進し学部教
育の強化充実を図る狙いがあった。学生は一般教育と並
行して，１年次において学科共通の基礎となる専門教育
を受け，２年次からは自らの希望と教育の達成状況に従
って配属された履修コースにおいて，本格的な専門教育
を受ける。これによって，工学部が目指す広い視野を備
えた人材を育成するための教育が可能となる。 

Ⅰ 対象組織の現況及び特徴 
 

※ 対象組織から提出された自己評価書から転載 

１．現況 
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(1) 工学部は，「基礎科目を重視し現在の科学・技術の
水準を理解し，創意改善しながら工学を応用する能力の
ある技術者・研究者の育成」を目指し，次の教育内容に
重点をおいた教育を行う。 
 (a) 理学的な基礎知識と工学基礎の充実 
 (b) 人文・社会科学等に関連した幅広い視野の確立 
 (c) 基礎知識を柔軟に適用できる豊かな応用力の養
成 

 (d) 創造性に繋がる基礎学力と研究の素養の養成 
(2) 他学部の協力のもとに，(1)に示す教育を，教養教
育を主体とする一般教育と，学年が進むに従って深化し
ていく専門教育を関連付けながら行う。また，教育の達
成状況を把握し，教育内容及び方法を継続的に改善する。 
(3) 課題探求・解決型教育を積極的に進める。また，こ
れを通じて，学生の勉学への動機付けを行い，研究の素
養を養成する。 
(4) 異なる資質・能力をもつ学生同士が互いに刺激し啓
発しながら勉学ができるよう，一般入試に加え，学力だ
けでは測ることができない資質・能力をもつ学生を受入
れるための入試を実施する。 
(5) 学生が自主的に学習できる能力を養成することがで
きるよう，各自の希望，適性，資質・能力及びそれまで
の教育の達成状況に従って，自ら履修計画を作成し勉学
を進めていくのに必要な学習支援環境を提供する。 
 
 

２．教育目標 

 
(1) 目的(1)に係る目標 
① 従来の専門分野の枠を越えた幅広い教育を行うため
の学部教育組織である学科・学科目（履修コース）制を
充実させる。 
② 教育内容(a)は理科系及び学科共通の自然科学の教
育の充実によって，(b)は主に現代社会が直面する諸問
題を通じて実施する。また，(c)は体系化された専門教
育によって，(d)はコモンベーシック教育を含む少人数
導入教育や卒業研究等を通じて実施する。 
③ 技術者・研究者に必要な自律性・国際性及び倫理観
を涵養するとともに，環境，特許，管理，経済の内容を
含む教育を行う。 
(2) 目的(2)に係る目標 
① 学科及び学部の枠を越えて，授業内容を検討・調整
するための体制を作り機能させる。また，ファカルティ
ディベロップメントへの取組を充実させる。 
② 履修コースの教育目標とコースツリーを公表し，学
生及び教員に周知させる。 
③ 演習，宿題，レポートの活用や，少人数教育の実施
によって，学生の理解度を高める教育を実施する。 

 
④ 授業科目ごとの学習目標を明らかにし，これに基づ
く成績評価を実施する。 
⑤ 授業科目によっては複数教員担当制を採用し，教員
同士で授業内容及び成績評価を相互に点検する。 
⑥ 学生と教員の双方にアンケートを実施し，教育内容
及び方法の改善に役立てる。 
⑦ 一般教育に係わる素養が養成されたことを判断する
進級要件，及び卒業研究の実施に必要な素養が養成され
たことを判断する卒業研究実施要件を定め運用する。 
⑧ 初年次に情報リテラシー教育を行うとともに，その
後も情報メディアを活用した教育を継続して行う。 
⑨ 教育活動を評価する体制を整え，学外者による教育
活動の評価を実施する。 
(3) 目的(3)に係る目標 
① 問題探求・解決型教育を進めるため，学科・履修コ
ースごとに，専門分野に適した創成科目を設け実施する。 
② 勉学への動機付けを行うための導入教育を実施する。
また，学外者による授業の実施及び評価を通じて，社会
や時代からの要請を教育内容に取り込む。 
③ 卒業研究を学部教育の集大成と位置付け，これを通
じて問題を解決する能力と研究の素養を養成する。 
(4) 目的(4)に係る目標 
① 幅広い知識をもつ学生，及び理科系科目が得意な学
生を受入れるための一般入試を実施する。また，勉学に
対する明確な目的と強い意欲をもつ学生を受入れるた
めの推薦入試を実施する。 
② ホームページ，広報冊子，施設見学，体験実験等を
通じて，工学部の活動を学外に周知・公表する。 
③ 学生受入方針について検討するため，高校教諭を含
む学外者からの幅広い意見を聞く。 
(5) 目的(5)に係る目標 
① 学生が自主的に履修計画を立案できるよう，シラバ
スを電子化し，閲覧できるシステムを構築する。 
② 学生が自らの適性に従って履修コースを選択できる
よう，履修コースごとの研究内容等を周知させる。 
③ 少人数の学生を対象とした指導教官制を実施する。 
④ ３年次から大学院に進学できる制度を整え実施する。 
⑤ 情報メディア環境，図書室等を充実し，学習支援環境
を整備する。 
 

 

Ⅱ 教育目的及び目標 
 
  ※ 対象組織から提出された自己評価書から転載 

１．教育目的 
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この項目では，対象組織における「教育の実施体制」

について，「教育実施組織の整備に関する取組状況」，「教
育目的及び目標の趣旨の周知及び公表に関する取組状
況」及び「学生受入方針（アドミッション・ポリシー）
に関する取組状況」の要素ごとに教育目的及び目標の実
現に向けた貢献の程度を判断し，それらを総合的に判断
した上で項目全体の貢献の程度を評価し，水準を導き出
したものを示している。また，特に重要な点を「特に優
れた点及び改善点等」として示している。 
 
 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】教育実施組織の整備に関する取組状況 
学科・履修コースの構成を，平成９年度に既存の 18

学科から５学科 13 学科目に再編したことは，幅広い視野
から問題を捉えることができる技術者・研究者の育成と
いう教育目的の達成に大きな意味がある。学科目の名称
も基礎知識を柔軟に適用できる豊かな応用力の養成を目
指す目的に照らして分かりやすい点は，優れている。 
教育課程・教育体制を検討・改善するための組織体制

として，四年一貫教育及び全学共通教育に対応して全学
的及び工学部の組織（共通教育委員会，教育体制委員会
など）が整備されており，広く問題点を把握し，改善に
向けての努力がなされている点は，優れている。 
教育方法等の研究・研修（ファカルティ・ディベロッ

プメント，以下「ＦＤ」という。）の取組体制については，
独自の資料の作成など，特に共通教育の面では努力が認
められる。一方，専門教育の面で工学部全体として，改
善の必要がある。 
平成 12･13 年度に工学部の全学生を対象に専門教育の
実施状況及び達成状況についてアンケートを積極的に実
施するとともに，平成９年度には教員対象にもアンケー
トを実施するなど，教育の実施状況等を把握するための
体制が整備されている点は，優れている。 
 
以上の状況から，要素１の貢献の程度は，「おおむね貢

献している。」と判断できる。 
 
【要素２】教育目的及び目標の趣旨の周知及び公表に関  

する取組状況 
学生，教職員に対する周知の方法については，学年ご

とのガイダンスを年度始めに実施し，教育目的及び目標
を冊子配布などで説明し，科目ごとのシラバス（各授業
科目の詳細な授業計画）による説明も行うなど，対応が
なされている点は，優れている。   
なお，シラバスに学習目標が示されていないものがあ

る。 
学外者に対し，ホームページによる公表，全国の高校，

その他広い範囲への案内パンフレットの配布，テクノサ 

 
イエンス・セミナーや各種の説明会の開催など，熱心な
努力が窺える点は，優れているが，海外への公表資料と
して，学部の学生募集要項の英文版がない点は，改善の
余地がある。 
 
 以上の状況から，要素２の貢献の程度は，「十分貢献し
ている。」と判断できる。 
 
【要素３】学生受入方針（アドミッション・ポリシー）    

に関する取組状況 
学生受入方針については，各種入試の募集要項等の刊

行物に示されており，これに基づき，一般選抜(前期日程，
後期日程)に加えて，推薦選抜や工業高等専門学校卒業者
を対象とした３年次編入学の実施など，多様な選抜を実
施している点は，優れている。 
学生受入方針の学内外への周知について，工学部懇話

会，大学説明会，施設見学，体験実験などを通して，周
知の努力が積極的になされている点は，優れている。 
学生受入方針の検討については，追跡調査を実施する

などの体制は，一応評価できるが，学力だけでは測るこ
とができない資質・能力を持つ学生を受入れることがで
きたとして，学業成績だけの追跡でなく，むしろ多様性
の確認を行うという点で工夫が必要と思われる。 
 
以上の状況から，要素３の貢献の程度は，「おおむね貢

献している。」と判断できる。 
 
 以上の状況から，教育の実施体制の項目全体の水準は，
教育目的及び目標の達成におおむね貢献しているが，改
善の余地もある。 
  
◇特に優れた点及び改善点等 
学科，学科目の編成，並びにその実施面を支える全学

的及び学部全体の体制は，極めて特色ある取組であり，
教育目的，目標を実現する大きな柱となっている。 
ＦＤや工学教育プログラムへの取組にも特色がある。

ただし，専門教育における組織的取組にはさらに工夫を
期待したい。 
学生受入方針について，学内外への周知を図るための

体制は，特色ある取組である。 
長年確立されてきた既存の学科編成を，新たに５学科

13 学科目に再編成したことは，幅広い視野を持つ技術者，
研究者を育成するための重要な試みのひとつと考えられ，
多大の努力の下に，この体制を実現していることは，特
に優れた点である。 
分子化学工学コース，社会資本工学コースなど，一部

のコースでは教育の実施状況や問題点を把握するための
優れた試みが行われている。ただし，学部全体としてそ
の意図が個々の教職員や学生に確かに理解され，実現さ
れているかについては，体制面でもさらに努力の余地が
ある。 
異なる資質・能力を持つ学生を受入れようとし，また

幅広い応用力の育成を期待しており，その点からは，成
績評価等の体制に多様性への対応などの工夫が望まれる。 

Ⅲ 評価項目ごとの評価結果  

１．教育の実施体制 
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２．教育内容面での取組 

 
 この項目では，対象組織における「教育内容面での取
組」について，「教育課程の編成に関する取組状況」，「授
業の内容に関する取組状況」及び「施設・設備の整備に
関する取組状況」の要素ごとに教育目的及び目標の実現
に向けた貢献の程度を判断し，それらを総合的に判断し
た上で項目全体の貢献の程度を評価し，水準を導き出し
たものを示している。また，特に重要な点を「特に優れ
た点及び改善点等」として示している。 
 
 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】教育課程の編成に関する取組状況 
教育課程を体系的に編成し，専門系と教養系の科目が

四年一貫教育や入学直後の高校から大学への変換などに
留意して，配備されている点は，優れているが，実際の
履修を容易にする配慮が必要である。 
国際性・安全性・環境・倫理等を含む授業科目の多様

化のために，社会で活躍する卒業生による授業科目「工
学概論第４がんばれ後輩」を開設している点は，特色あ
る取組である。講演者の選定には，より幅広い配慮を要
する。また，多様な科目の履修者がそれほど多くないよ
うに見受けられる。 
時間外の学習時間を保証するために，授業終了後も学

生が引き続き演習・自習を行えるようカリキュラムが編
成されている点，また，平成 13 年度に，履修単位数に上
限が設定されるなど配慮がなされている点は，優れてい
る。 
博士前期課程の教育との連携を念頭に，大学院重点化

に伴い，学部教育内容の一部を大学院教育へ移行するな
ど，カリキュラム編成において配慮がなされている点は，
優れている。 
 
 以上の状況から，要素１の貢献の程度は，「おおむね貢
献している。」と判断できる。 
 
【要素２】授業の内容に関する取組状況 
学部・学科共通の授業科目の内容について，共通教育

委員会をはじめ，各委員会によって全学的な調整が図ら
れ，専門基礎科目Ｂの取りまとめやクラス編成の改革，
コンピュータリテラシー科目の体系的な実施を効果的に
行っている点は，優れている。 
1 年次の基礎セミナーにおける問題探求・解決型教育

の試み及び２，３年次の創成科目の試みは，工学教育の
新しい発展方向を探るものとしてその意図が，優れてい
る。 
シラバスの内容と活用方法について，シラバスの利用

の普及，ホームページへの公開など努力がなされている
が，その内容の充実，活用の面で改善の必要がある。 
授業内容改善のための学生による授業評価として，学

生並びに教員にアンケートを実施し，科目別部会で分析
して，教員に知らせているほか，分析結果を報告書とし 

 
て配布し，全学共通教育担当者会議などで検討している
点は，優れている。また，一部の学科ではあるが，教育
目標等の検討への活用や，科目内容の難易度に対する学
生と教員の認識度の違いを読み取っているなど，改善に
結び付ける努力も行われている点は，優れている。 
 
 以上の状況から，要素２の貢献の程度は，「おおむね貢
献している。」と判断できる。 
 
【要素３】施設・設備の整備に関する取組状況 
講義室については，余裕はないものの比較的よく整備

されている。 
図書の整備については，図書，電子ジャーナルの導入

強化が図られている。 
情報メディア教育センター，創造工学センターなどの

教育研究施設が整備されている。訪問調査時にこれらの
学習環境の状況を現地で調査したところ，施設・設備の
整備面は，優れていると判断できる。 
 
以上の状況から，要素３の貢献の程度は，「十分貢献

している。」と判断できる。 
 
 
 以上の状況から，教育内容面での取組の項目全体の水
準は，教育目的及び目標の達成におおむね貢献している
が，改善の余地もある。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 
創造性につながる基礎学力の養成を目標として，創成

科目等の特色ある科目を設けるなど，成果はまだ未知で
はあるが，将来の教育の方向を探る試みを行っているこ
とは，優れた特色ある取組である。 
学部間，学科間の科目内容検討の連携が密であること

は，今後の教育内容のダイナミックな改善に大きく寄与
する優れた特徴として大いに期待される。 
教育内容の改善に取組む姿勢に，学科間，コース間で

かなり差がある。 
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 この項目では，対象組織における「教育方法及び成績
評価面での取組」について，「授業形態，学習指導法等の
教育方法に関する取組状況」，「成績評価法に関する取組
状況」及び「施設・設備の活用に関する取組状況」の要
素ごとに教育目的及び目標の実現に向けた貢献の程度を
判断し，それらを総合的に判断した上で項目全体の貢献
の程度を評価し，水準を導き出したものを示している。
また，特に重要な点を「特に優れた点及び改善点等」と
して示している。 
 
 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】授業形態，学習指導法等の教育方法に関する

取組状況 
演習を伴う科目が約半数と多く，少人数教育を重視す

る点と相まって，各種授業形態のバランスに配慮がなさ
れ，学生の理解度向上がよく図られている点，演習，実
験へのティーチング・アシスタント（学部教育補助を行
う大学院生。以下「ＴＡ」という。）の活用が工夫されて
いる点は，優れている。 
１年生によっては理解度に差のある専門基礎科目Ｂの

教育に，学科を越えた教員による協力があり，その他，
教科書充実への努力も認められるなど，教材の活用や講
義方法等の工夫に関する様々な取組は，優れている。ま
た，電気電子工学コースの長期実験など，一部学科の取
組は，特色ある取組である。 
工場見学のほか，企業講師の特別講義，工場実習など

社会等と連携した教育は充実しており，社会や時代の要
請を教育へ取込む姿勢が認められる点は，優れている。 
学習意欲を高める教育として，１年次の基礎セミナー

をはじめ，特に一部の履修コースでは，様々な工夫がな
されている点は，特色ある取組である。 
基礎力が不足している学生や授業内容が理解できなか

った学生に対して，専門基礎科目Ｂの特別開講や学部科
目の特別履修制度，あるいは指導教官制で相談に当たる
など，配慮がなされている点は，優れている。 
学部３年次から大学院への進学制度が設けられている

が，実際の活用は少ない。学外からの進学の例がある。 
専門教育に関連した情報機器については，スペース・

コラボレーション・システム（衛星通信大学間ネットワ
ーク事業，以下「ＳＣＳ」という。）の施設利用者が多数
あり，大学間ネットワークの利用度が高いことなど，教
育に活用されている。 
 
以上の状況から，要素１の貢献の程度は，「十分貢献し

ている。」と判断できる。 
 

【要素２】成績評価法に関する取組状況 
各科目の学習目標をシラバス等に掲載し，把握に努め

ているが，授業アンケートにより，その効果の学生側へ
の周知度が低い点は，周知方法について改善の余地があ 

 
る。 
科目の成績評価基準の設定については，各授業担当教

員に一任されており，学習目標の設定と関連して，より
客観的な評価方針や基準を検討する必要がある。          
進級制度については，３年次進級時に実施している。 
進級できなかった学生への対応もなされ，所期の目的ど
おり機能している点は，優れている。 
卒業研究については，学部教育の集大成として重視し，

評価体制も機能している点は，優れている。 
 
 以上の状況から，要素２の貢献の程度は，「かなり貢献
している。」と判断できる。 
 
【要素３】施設・設備の活用に関する取組状況 
 図書の活用について，専門図書の整備，電子ジャーナ
ルが整備され，学生が自主学習に役立てている点は，優
れている。 
情報メディア教育センターとＳＣＳ，創造工学センタ

ーの学部教育への活用度が高い点は，優れている。 
訪問調査時にこれらの学習環境の状況を現地で調査し，

施設・設備は，有効に活用されていることが確認できた。 
 
以上の状況から，要素３の貢献の程度は，「おおむね貢

献している。」と判断できる。 
 
 
 以上の状況から，教育方法及び成績評価面での取組の
項目全体の水準は，教育目的及び目標の達成におおむね
貢献しているが，改善の余地もある。 
  
 
◇特に優れた点及び改善点等 
演習を伴う科目が約半数と多く，少人数教育を重視す

る点と相まって，各種授業形態のバランスに配慮がなさ
れ，学生の理解度向上がよく図られている点，演習，実
験へのＴＡの活用が工夫されている点は，優れている。 
工場見学のほか，企業講師の特別講義，工場実習など

社会等と連携した教育は充実しており，社会や時代の要
請を教育へ取込む姿勢が認められる点は，優れている。 
基礎力が不足している学生等に対して，専門基礎科目

Ｂの特別開講や学部科目の特別履修制度，あるいは指導
教官制で相談に当たるなど，配慮がなされている点は，
優れている。 
科目の成績評価基準の設定については，各授業担当教

員に一任されており，学習目標の設定と関連して，より
客観的な評価方針や基準を検討する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．教育方法及び成績評価面での取組 
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４．教育の達成状況 

 
 この項目では，対象組織における「教育の達成状況」
について，「学生が身に付けた学力や育成された資質・能
力の状況から判断した達成状況」及び「進学や就職など
の卒業後の進路の状況から判断した達成状況」の要素ご
とに教育目的及び目標に照らした達成の程度を判断し，
それらを総合的に判断した上で項目全体の達成の程度を
評価し，水準を導き出したものを示している。また，特
に重要な点を「特に優れた点及び改善点等」として示し
ている。 
 
 
◇目的及び目標に照らした達成度の状況 
 
【要素１】学生が身に付けた学力や育成された資質・能

力の状況から判断した達成状況 
科目ごとの教育目標に照らし合わせた素養・能力の達

成状況については，今後，さらに客観的，統一的な評価
方法の設定等に向けて努力の必要がある。 
単位取得，進級，卒業及び資格取得などの各段階の達

成状況について，現状把握が詳細にされている点は，優
れている。また，毎年 10％の学生が２年次から３年次に
進級できず，10 数％の学生が４年次で留年しているが，
これらの学生のほとんどが最終的には学部を卒業してお
り，学部卒業生の数は入学者全体の 98％以上となってい
る。 
学生の授業評価に関しては，学生及び教員に対するア

ンケートの実績を積み上げ，実態について知る努力を払
っている点は，優れている。学生アンケートの評価結果
は多くの学科では良い方向を示しているが，学科間にか
なりの格差がある。 
訪問調査時の学生の面接調査においても，学生の満足

度は高いことが確認できた。これらの状況から学習目標
は，おおむね達成されていると評価できる。 
 
 以上の状況から，要素１の達成の程度は，「おおむね達
成している。」と判断できる。 
 
【要素２】進学や就職などの卒業後の進路の状況から判

断した達成状況 
過去５年間の卒業生の 70％以上が大学院へ進学し，よ

り深い学問・研究の道を目指していることは，創造性に
つながる基礎学力と研究の素養の養成を目指す教育目的
が達成されていることを示しており，優れている。技術
系企業への就職が多いことも，工学の応用能力を身に付
けた人材として評価されていることを示しており，優れ
ている。なお，４年で卒業する学生の満足度の調査を実
施するなど，その満足度を把握することが望ましい。 
卒業生，職場上司のアンケートから見て，「基礎力」，

「応用力」，「創造性・総合力」の面で，職場上司は高く
評価しているが，卒業生や修了生のアンケート結果の達
成感は低い結果が得られている。アンケートの実施方法，
設問内容について，継続して検討する必要がある。 

 
以上の状況から，要素２の達成の程度は，「おおむね達

成している。」と判断できる。 
 
  
以上の状況から，教育の達成状況の項目全体の水準は，

教育目的及び目標がおおむね達成されているが，改善の
余地もある。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 
学生の授業評価について，学生及び教員に対するアン

ケートの実績を積み上げ，実態について知る努力を払っ
ている点は，優れている。 
過去５年間の卒業生の 70％以上が大学院へ進学し，よ

り深い学問・研究の道を目指していることは，創造性に
つながる基礎学力と研究の素養の養成を目指す教育目的
が達成されていることを示しており，優れている。 
卒業生に対する外部評価が高い点は，優れている。 
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５．学習に対する支援 

 
 この項目では，対象組織における「学習に対する支援」
について，「学習に対する支援体制の整備・活用に関する
取組状況」及び「学習環境（施設・設備）の整備・活用
に関する取組状況」の要素ごとに教育目的及び目標の実
現に向けた貢献の程度を判断し，それらを総合的に判断
した上で項目全体の貢献の程度を評価し，水準を導き出
したものを示している。また，特に重要な点を「特に優
れた点及び改善点等」として示している。 
 
 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】学習に対する支援体制の整備・活用に関する

取組状況 
履修コースや配属のためのガイダンスが適切に実施さ

れ，学生への周知とともに，学生の自主的な履修計画作
成への支援が配慮されている点は，優れている。     
学年担任制と指導教官制について，各学年にクラス担

任を配置する学年担任制に加えて，履修コースごとに，
１年生から３年生の各学年の少人数を対象に指導教員を
定めて，全ての学生に丁寧な指導を実施している点は，
優れている。  
留学生相談室を設置し，大学院生のチューターを配置

するなど，留学生指導への支援体制が整っている点は，
優れている。      
多様な学生（留年生，社会人）の中で，留年生に対す

る支援は，補習や特別履修制度など十分行われている。
社会人に対する科目等履修生制度は，あまり活用されて
いない。 
 
以上の状況から，要素１の貢献の程度は，「おおむね貢

献している。」と判断できる。 
 
【要素２】学習環境（施設・設備）の整備・活用に関す

る取組状況 
図書館について，蔵書の充実に加え，パソコン利用を

含む学生の自習環境を備えている点は，優れている。                               
情報メディア教育センター，ベンチャー・ビジネス・

ラボラトリー，創造工学センター等は，学生が自主的に
勉学・研究するための施設として整備されている。訪問
調査時に，これらの自主的学習環境の状況を現地で調査
したところ，図書館，情報メディア教育センター，ベン
チャー・ビジネス・ラボラトリーの整備・活用面は，優
れていると評価できる。 
 
以上の状況から，要素２の貢献の程度は，「おおむね貢

献している。」と判断できる。 
 
 
以上の状況から，学習に対する支援の項目全体の水準

は，教育目的及び目標の達成におおむね貢献しているが，
改善の余地もある。 

 
 
◇特に優れた点及び改善点等 
留学生に対して，留学生相談室を設置し，大学院生の

チューターを配置するなど，支援体制が整っている点は，
優れている。 
図書館，情報教育メディア教育センター，ベンチャー・

ビジネス・ラボラトリーの整備・活用面は，優れている
と評価できる。 
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６．教育の質の向上及び改善のためのシステム 

 
 この項目では，対象組織における「教育の質の向上及
び改善のためのシステム」について，「組織としての教育
活動及び個々の教員の教育活動を評価する体制」及び「評
価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付けるシ
ステムの整備及び機能状況」の要素ごとに改善システム
の機能の程度を判断し，それらを総合的に判断した上で
項目全体の機能の程度を評価し，水準を導き出したもの
を示している。また，特に重要な点を「特に優れた点及
び改善点等」として示している。 
 
 
◇改善システムの機能の状況 
 
【要素１】組織としての教育活動及び個々の教員の教育

活動を評価する体制 
教育評価は複数の委員会（共通教育委員会，教育体制

委員会，工学教育プログラム実施検討委員会など）で実
施するほかに，各学科・履修コースでも専門分野に適し
た教育評価に関する独自の委員会で検討するなど，組織
として評価する体制が十分に整っている点は，優れてい
る。                  
外部者による教育活動の評価に関し，高校教員，企業

人などとの工学部懇談会の開催，卒業生の上司へのアン
ケートの実施や，ほとんどの履修コースで外部評価委員
による評価が実施されていることなど，積極的に学外者
による評価を受けている点，また，分子化学工学コース
では，日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）の認定を
受けている点は，優れている。 
個々の教員の教育活動の教員の評価は，端緒に付いた

段階と思われ，学生の授業アンケート結果が教員に通知
されているなど，努力が認められるが，その結果の活用
が個々の教員に任されている点は，改善の余地がある。 
 
 以上の状況から，要素１の機能の程度は，「おおむね機
能している。」と判断できる。 
 
【要素２】評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に

結び付けるシステムの整備及び機能状況 
評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付け

るシステムとしては，全学並びに工学部の両組織で連携
した委員会システムが設置されている点，また分子化学
工学コースでは，ＦＤなども，教育目的・目標の達成に
向けてよく機能している点は，優れている。 
評価結果を教育の質の向上及び改善に結び付けるため

の方策としては，例えば初年次クラス編成の検討，各履
修コースにおける創成科目の実施など，様々な取組が進
められてきている。 
 
以上の状況から，要素２の機能の程度は，「おおむね機

能している。」と判断できる。 
 
 

  
以上の状況から，教育の質の向上及び改善のためのシ

ステムの項目全体の水準は，向上及び改善のためのシス
テムがおおむね機能しているが，改善の余地もある。  
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 
教育評価は複数の委員会（共通教育委員会，教育体制

委員会，工学教育プログラム実施検討委員会など）で実
施するほかに，各学科・履修コースでも専門分野に適し
た教育評価に関する独自の委員会で検討するなど，組織
として評価する体制が十分に整っている点は，優れてい
る。 
評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付け

るシステムとして，全学並びに工学部の両組織で連携し
た委員会システムが設置されている点，また分子化学工
学コースでは，ＦＤなども，教育目的・目標の達成に向
けてよく機能している点は，優れている。 
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１．教育の実施体制 
学科，学科目の編成，並びにその実施面を支える全学

的及び学部全体の体制は，極めて特色ある取組であり，
教育目的，目標を実現する大きな柱となっている。 
長年確立されてきた既存の学科編成を，新たに５学科

13 学科目に再編成したことは，幅広い視野を持つ技術者，
研究者を育成するための重要な試みのひとつと考えられ，
多大の努力の下に，この体制を実現していることは，特
に優れた点である。 
 ＦＤや工学教育プログラムへの取組にも特色がある。
ただし，専門教育における組織的取組にはさらに工夫を
期待したい。 
 分子化学工学コース，社会資本工学コースなど，一部
のコースでは教育の実施状況や問題点を把握するための
優れた試みが行われている。ただし，学部全体としてそ
の意図が個々の教職員や学生に確かに理解され，実現さ
れているかについては，体制面でもさらに努力の余地が
ある。 
 学生受入方針について，学内外への周知を図るための
体制は，特色ある取組である。 
 異なる資質・能力を持つ学生を受入れようとし，また
幅広い応用力の育成を期待しており，その点からは成績
評価等の体制に多様性への対応などの工夫が望まれる。 
 
以上の状況から，教育の実施体制の項目全体の水準は，

教育目的及び目標の達成におおむね貢献しているが，改
善の余地もある。 
 
２．教育内容面での取組 
 創造性につながる基礎学力の養成を目標として，創成
科目等の特色ある科目を設けるなど，成果はまだ未知で
はあるが，将来の教育の方向を探る試みを行っているこ
とは，優れた特色ある取組である。 
 学部間，学科間の科目内容検討の連携が密であること
は，今後の教育内容のダイナミックな改善に大きく寄与
する優れた特徴として大いに期待される。 
 教育内容の改善に取組む姿勢に，学科間，コース間で
かなり差がある。 
 
以上の状況から，教育内容面での取組の項目全体の水

準は，教育目的及び目標の達成におおむね貢献している
が，改善の余地もある。 
 
３．教育方法及び成績評価面での取組 
 演習を伴う科目が約半数と多く，少人数教育を重視す
る点と相まって，各種授業形態のバランスに配慮がなさ
れ，学生の理解度向上がよく図られている点，演習，実
験へのＴＡの活用が工夫されている点は，優れている。 
 工場見学のほか，企業講師の特別講義，工場実習など
社会等と連携した教育は充実しており，社会や時代の要
請を教育へ取込む姿勢が認められる点は，優れている。 
 基礎力が不足している学生等に対して，専門基礎科目 
Ｂの特別開講や学部科目の特別履修制度，あるいは指導 

 
教員制で相談に当たるなど，配慮がなされている点は，
優れている。 
 科目の成績評価基準の設定については，各授業担当教
員に一任されており，学習目標の設定と関連して，より
客観的な評価方針や基準を検討する必要がある。 
 
以上の状況から，教育方法及び成績評価面での取組の

項目全体の水準は，教育目的及び目標の達成におおむね
貢献しているが，改善の余地もある。 
 
４．教育の達成状況 
 学生の授業評価について，学生及び教員に対するアン
ケートの実績を積み上げ，実態について知る努力を払っ
ている点は，優れている。 
 過去５年間の卒業生の 70％以上が大学院へ進学し，よ
り深い学問・研究の道を目指していることは，創造性に
つながる基礎学力と研究の素養の養成を目指す教育目的
が達成されていることを示しており，優れている。 
 卒業生に対する外部評価が高い点は，優れている。 
 
以上の状況から，教育の達成状況の項目全体の水準は，

教育目的及び目標がおおむね達成されているが，改善の
余地もある。 
 
５．学習に対する支援 
 留学生に対して，留学生相談室を設置し，大学院生の
チューターを配置するなど，支援体制が整っている点は，
優れている。 
 図書館，情報教育メディア教育センター，ベンチャー・
ビジネス・ラボラトリーの整備・活用面は，優れている
と評価できる。 
 
以上の状況から，学習に対する支援の項目全体の水準

は，教育目的及び目標の達成におおむね貢献しているが，
改善の余地もある。 
 
６．教育の質の向上及び改善のためのシステム 
 教育評価は複数の委員会（共通教育委員会，教育体制
委員会，工学教育プログラム実施検討委員会など）で実
施するほかに，各学科・履修コースでも専門分野に適し
た教育評価に関する独自の委員会で検討するなど，組織
として評価する体制が十分に整っている点は，優れてい
る。 
 評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付け
るシステムとして，全学並びに工学部の両組織で連携し
た委員会システムが設置されている点，また分子化学工
学コースでは，ＦＤなども，教育目的・目標の達成に向
けてよく機能している点は，優れている。 
 
以上の状況から，教育の質の向上及び改善のためのシ

ステムの項目全体の水準は，向上及び改善のためのシス
テムがおおむね機能しているが，改善の余地もある。 
 

Ⅳ 評価結果の概要  
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対象組織の記述 

(1) 自己評価の位置付け 
 平成３年から始まった大学改革の主な問題は，教養教
育改革と大学院部局化であった。名古屋大学工学部では，
早い時期からこれらの問題に取組み，教育組織，教育内
容，カリキュラム等を含む教育の改革について議論を重
ねてきた。その結果，大学院組織を基幹分野と学際分野
が連携した独自の組織に改め，それに伴い幅広い専門分
野の上に立つ５つの学科に改編された学部組織のもとで，
平成６年度から一般教育と専門教育が融合した四年一貫
教育を開始した。今回，実施した自己評価は，これらの
一連の取組への評価でもある。 
 
(2) 自己評価のまとめ 
大学院教育につながる教育 
名古屋大学工学部では，重点化された大学院での教育

研究につながる学部教育として，①勉学意欲を高めるた
めの初年次導入教育，②広い視野から問題を深く考える
素養を養う一般教育，③学問としての工学を理解するの
に必要な基礎教育，④現実の問題を対象とした問題探
求・解決型教育，⑤研究の素養を養成するための卒業研
究，を重視し，これらを系統的に進めるためのカリキュ
ラムを編成した。各学科・履修コースの自己評価の積み
重ねによって行った今回の自己評価によれば，これらの
教育は学生，教員に着実に定着している。 
 
教育活動の充実 
上述の教育を実施するための教育実施体制，教育内

容・方法，学習支援環境，教育を評価し改善する仕組み
等を含む教育活動は充実している。これらの活動のうち，
少人数で実施される基礎セミナー，演習・実習を十分活
用した専門教育，創造性を養うため全履修コースで実施
されている創成科目，学外者も含めた授業評価，徹底し
た個別指導による卒業研究等は，基礎を重んじ，時代や
社会の要請に応えることを目指す名古屋大学工学部の教
育を特徴付けるものである。 
 
四年一貫教育のこれまでの評価 
卒業生が身につけた学力等から判断する限り，最近５

年間の教育活動は所期の目的・目標どおり機能している
と判断できる。しかし，四年一貫教育体制のもとで学部
教育を受けた博士課程前期課程修了生が社会に出始めて
まだ２年しか経過していないことを考えると，今後も継
続的に教育活動を評価することが必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

機構の所見 

(1) 評価に対する取組 
 名古屋大学について特筆すべき点は，早い時点から大
学と大学院の大幅な改組を含む本格的な教育改革に取組
み，これを達成した点にある。 
 その考え方は，自己評価，外部評価そしてまた今回の
大学評価・学位授与機構の評価に対する全学的な積極的
対応によく反映されている。 
 
(2) 大学院教育につながる学部教育とその充実 
 重点化された大学院教育を前提とした学部教育は，学
科・履修コースの新しい編成や創造性重視の科目内容な
ど特色ある教育の試行を経て，成果を上げつつあると判
断される。 
 地味な努力の面でも，特筆すべきものは，演習の重視，
少人数教育，様々な授業評価，丁寧な卒業研究指導その
他があり，大学院の充実を支える布石となっている。 
 強いて言うならば，大学院教育のみならず，学部で完
結する教育に関しても，ひとつの指針となるべき考えを
確立することを期待したい。 
 
(3) 四年一貫教育 
 一般教育と専門教育の有機的総合を目指した一貫教育
は，学生の学習意欲を高める上で大きな成果を上げてい
る。ただし，後期学年で教養教育への学生の履修希望が
十分果たせないなど，検討の余地を残している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 特記事項についての所見 
  ※ 「対象組織の記述」は，対象組織から提出された 

自己評価書から転載 


